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 演奏審査会は平成22年２月８日に芸大奏楽堂に於いて、シューベルトの後期作品を中心に“Am Bach im 
Fruhling”で始まり、“An de Mond”に終わる、さまざまな詩人によるあらゆる形式の歌曲20曲が演奏さ
れた。 
 ２年のドイツ留学を経て得た詩に対する深い理解と共感とともに、知的な音楽性と透明感のある美し
い声質で情緒豊かに表現された。 
 発声の問題点として響きの低さから来る音質のムラと音程の不安定さが上げられ、旋律線の自然な流
れと自然な音色が今後の課題として残ったが、技術的にも音楽的にも難易度の高いプログラムに意欲的
に取り組み、内容の充実した高水準の演奏は評価できるとし、論文、演奏とともに学位取得に値するも
のとして「合格」とした。 
 
